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拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し
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そ
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他

見直し額

災害ボランティア平常時活動支援事業 Ⅰ　元気な社会 ○ H9 14 1 ○ 1,478 0 1,478 0 ○ ○ 0

災害ボランティア緊急時活動支援事業 Ⅰ　元気な社会 ○ H9 14 1 ○ 10,000 0 10,000 0 ○ 0

県民社会貢献活動推進事業 県政のレベルアップ ○ H11 12 1 ○ 285 0 0 285 ○ ○ ○ ○ 0

ふくい県民活動センター運営事業 県政のレベルアップ ○ H13 10 2 ○ 2,379 0 0 2,379 ○ ○ ○ ○ 0

福井県男女共同参画計画推進事業 Ⅰ　元気な社会 ○ H14 9 1 ○ 2,052 1,981 0 71 ○ ○ 0

男女共同参画社会づくり推進事業 Ⅰ　元気な社会 ○ H13 10 1 ○ 5,910 0 0 5,910 ○ ○ ○ 0

「配偶者暴力防止および被害者保護計画」推進事業 Ⅰ　元気な社会 ○ ○ H13 10 3 ○ 2,783 1,335 0 1,448 ○ ○ ○ 0

男女共同参画情報発信事業 Ⅰ　元気な社会 ○ H14 9 2 ○ 3,176 2,205 0 971 ○ ○ ○ ○ 0

女性活躍会議運営事業 Ⅰ　元気な社会 ○ H19 4 1 ○ 207 0 0 207 ○ ○ ○ ○ △ 207

女性活躍支援センター事業 Ⅰ　元気な社会 ○ H19 4 1 ○ 5,747 384 318 5,045 ○ ○ ○ ○ 0

生活学習館運営費 Ⅰ　元気な社会 ○ H7 16 1 ○ 59,557 0 18,871 40,686 ○ ○ ○ 0

ふくい女性のつどい開催事業 Ⅰ　元気な社会 ○ S63 22 1 ○ 2,000 0 0 2,000 ○ ○ ○ 0

男女共同参画学習事業 Ⅰ　元気な社会 ○ ○ H7 16 1 ○ 6,634 0 0 6,634 ○ ○ ○ ○ △ 2,425

チャイルドルーム運営委託事業 Ⅰ　元気な社会 ○ H7 16 1 ○ 3,459 0 0 3,459 ○ ○ 0

女性総合カウンセリング事業 Ⅰ　元気な社会 ○ H7 16 1 ○ 9,782 0 1,005 8,777 ○ ○ ○ 0

17 13 4 0 19 15 0 115,449 5,905 31,672 77,872 4 3 1 2 3 3 0 1 4 2 2 2 3 0 1 0 0 13 2 0 0 0 0 0 0 △ 2,632

一般会計

（単位：千円）男女参画・県民活動課

会計区分

課・室名

同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

成果指標1結果分類活動指標1結果分類 活動指標2結果分類

平成
２２年度
予算額

 財源内訳

福井新元気宣言
における位置付け

事務区分

平成２２年度事務事業評価結果(課・室)総括表

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 成果指標2結果分類 事 業 評 価 専 門 部 会 意 見



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ
1 □ ■ H9 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 14 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

10,328 10,315 1,031 929

10,328 10,196 587 929

160 443 454 725

1 1 0 1

77 91 93 124

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

２２年度

△ 12.4%

79.7%

・災害模擬訓練の実施
・福井県災害ボランティアセンター連絡会の開催
・災害ボランティアコーディネーター養成研修事業
・災害ボランティア講師派遣事業
・福井県災害ボランティア活動基金による支援検討会の開催

[予算額および指標の推移等]

1,478

平均伸び率区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

事      業      名

（単位：千円）

[事業目的]

Ⅰ　元気な社会

５　日本一の安全・安心

国　庫含まれる事業数災害ボランティア平常時活動支援事業 実行予算

-

Ⅰ

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

△ 10.2%

見　直　し　額 千　円

1,478

評価に基

づく今後

の 対 応

特　記　事　項

17.9%

〕　　　＝　　　〔

□

□ そ の 他廃　　止

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□ 縮　　減

休　　止■

0

財源内訳

1,478

0

□

成果

災害模擬訓練の実施

指標

1,478

計 画 の 達 成 状 況

指標

事業開始後の見直し状況

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事　業
開　始
年　度

部

完　　了

県　単

その他

災害時においてボランティアが円滑に活動できるよう、平常時における災害ボランティア活動の普及啓発、人材育成および調査研究ならびに災害発生時においてボランティア活動の支援を行う。

□

活動

継　　続

16年度　災害ボランティア研修を災害ボランティア活動推進事業として別事業
　　　　　立てにした。
20年度　災害ボランティア支援に関する平常時活動の事業を統合するとともに、
　　　　　緊急時に関する事業を「災害ボランティア緊急時活動支援事業」として
　　　　　別事業立てにした。

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

補 助 金

そ の 他

事業効果

の推移

一　般　財　源

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

ボランティア登録制度登録者数（個人）

□ 終期の見直し

区　　　　　　分

整理統合

□

結果分類
２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

災害発生時において、災害ボランティアセンター運営に不可欠なリーダーやスタッフが、年々着
実に養成されている。

東日本大震災においても、災害ボランティアセンターを運営するリーダー、スタッフの確保が必
要であった。今後も、研修・訓練を通じて専門的な知識を備えたリーダー、スタッフの養成に努
めていく。

国　　　　　庫

その他特定財源
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ
1 □ ■ H9 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 14 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

10,000 10,000

10,000 10,000

0 0

0 0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

0

20年度　災害ボランティアの緊急時支援に関する平常時活動の事業を統合する
　　　　　とともに、緊急時に関する事業を「災害ボランティア緊急時活動支援事
　　　　　業」として別事業立てにした。

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

10,000

0

区　　　　　　分

結果分類

完　　了

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

東日本大震災の被災地支援のため、災害ボランティアを派遣し、それに伴う活動用品、輸送バ
ス、保険金の費用を支出した。

国　　　　　庫

その他特定財源

県　単

その他

県内外で発生した災害に伴い、県民が行う災害ボランティア等に対し、当座に必要な活動経費を支援する。

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

活動

事業効果

の推移

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事　業
開　始
年　度

部

成果

被災地での災害ボランティア活動

□ そ の 他廃　　止

計 画 の 達 成 状 況

指標

（単位：千円）

特　記　事　項

これまでの災害ボランティア活動
　・平成9年度：ロシアタンカー油流出災害
　・平成16年度：福井豪雨災害、兵庫県台風23号災害、新潟県中越地震災害
　・平成18年度：能登半島地震災害
　・平成19年度：新潟県中越沖地震災害
　･平成22年度：東北地方太平洋沖地震

□

□拡　　充

継　　続

整理統合

□ 終期の見直し

□

見　直　し　額

■

□

千　円

□所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

今後も、被災地のボランティアニーズの把握につとめ、県内外における災害ボランティア活動を
円滑に行うことができるよう引き続き支援していく。

一　般　財　源

10,000

県災害ボランティアセンター連絡会が中心となった活動

含まれる事業数災害ボランティア緊急時活動支援事業

〕　　　＝　　　〔

10,000

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数Ⅰ　元気な社会

５　日本一の安全・安心

国　庫

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

10,000

平均伸び率

0.0%

実行予算

補 助 金

そ の 他

［事業内容］

指標

[事業目的]

評価に基

づく今後

の 対 応

２２年度

0.0%

0.0%

0.0%

・災害ボランティア活動支援金の設置

[予算額および指標の推移等]

- 3 -



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ
1 □ ■ H11 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 12 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

2,298 933 933 742

2,298 933 464 183

2,298 692 462 154

4,000 － － －

2,058 3,627 3,962 3,321

45 50 40 30

3 180 189 203

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

△ 56.7%

△ 56.6%

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

△ 20.0%

［事業内容］

指標

[事業目的]

県民社会貢献活動支援条例および基本計画に基づき、ボランティアをはじめとする県民の自主的な社会貢献活動の健全な発展を図る。

・人材育成事業
・相談事業
・情報提供事業

[予算額および指標の推移等]

２２年度

742

285

民からはじまる新しい民と公の「共動」

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数県民社会貢献活動推進事業

整理統合

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

Ⅰ

Ⅳ

見　直　し　額

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止 完　　了

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し

□

 〕　／　整備目標

□

情報誌の発行を再開し、ＨＰをリニューアルするなど情報提供や相談業務の充実により、社会貢
献活動の促進につながっている。

社会貢献活動支援計画に基づき、NPOに対する相談業務やホームページ等を活用した情報提供を継
続して行うとともに、「新しい公共支援事業」によってNPO等の活動基盤の整備を行い、活動の支
援を行う。

そ の 他廃　　止

□

□

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事      業      名

県政のレベルアップ

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

継　　続

11年度　非営利活動団体支援促進事業
12年度　社会貢献活動推進事業
12年度　社会貢献活動支援基本計画策定事業
16年度　交流促進事業のＮＰＯフォーラム開催事業を別事業立てにした。
19年度　団体向け情報紙の印刷を廃止
20年度　県民向け情報紙の印刷を廃止

評価に基

づく今後

の 対 応

23.1%

△ 11.3%

1,970.8%

■

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

□拡　　充

-活動

事業効果

の推移

NPO相談件数

NPOとの協働事業数成果

情報誌発行

一　般　財　源

定款等のHP公表団体数

財源内訳

指標

0

285

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

285

0

区　　　　　　分

国　　　　　庫

- 4 -



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ
2 □ ■ H13 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 10 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

25,030 3,553 3,417 2,386

18,524 3,553 3,417 2,065

18,524 3,395 3,031 1,569

13,013 16,843 18,155 16,084

2,058 3,627 3,962 3,321

20 20 16 13

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

△ 41.4%

△ 46.9%

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

△ 25.2%

［事業内容］

指標

[事業目的]

ボランティアをはじめとする県民の自主的な社会貢献活動の健全な発展を図るため、県民の活動の拠点として、ふくい県民活動センターを運営する。

・ふくい県民活動センターの運営
　　場所　アオッサ７階
　　主な機能　活動拠点提供、人材育成、情報提供、交流促進等
・県民社会貢献活動推進協議会の開催、法の施行事務等

[予算額および指標の推移等]

２２年度

2,836

2,379

民からはじまる新しい民と公の「共動」

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数ふくい県民活動センター運営事業

整理統合

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

Ⅰ

Ⅳ

見　直　し　額

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止 完　　了

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し

□

 〕　／　整備目標

□

社会貢献活動の拠点として、活動のための場や情報を提供している。また、交流の場としても多
くの県民に利用されている。

県民の社会貢献活動を支援するため、継続して事業を実施する。
そ の 他廃　　止

□

□

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事      業      名

県政のレベルアップ

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

継　　続

19年度　4月6日、ふくい県民活動センターをアオッサに移転

評価に基

づく今後

の 対 応

23.1%

△ 12.9%

■

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

□拡　　充

8.6%活動

事業効果

の推移

相談件数

NPO法人認証数成果

センター利用者数

一　般　財　源

財源内訳

指標

0

2,379

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

2,379

0

区　　　　　　分

国　　　　　庫
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 ■ ■ H14 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 9 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

1,123 3,097 3,222 2,605

1,232 1,681 1,967 1,849

1,232 1,661 1,929 1,864

250 250 250 -

20,000 20,000 20,000 20,000

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

15.8%

15.9%

2,052

□

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

評価に基

づく今後

の 対 応

平成２２年度予算額区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

所属の

方　針

結果分類

見　直　し　額

事業効果

の推移

啓発パンフレット配布部数

平均伸び率区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

□

数値での目標が困難なため特記事項に記載

□

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務

事      業      名

法定受託事務

経過年数

男女参画・県民活動

成果

年次報告配布部数活動

0

71

予　算　額　（単位：千円）

計 画 の 達 成 状 況

指標

 〕　／　整備目標

□

縮　　減

[事業の評価]

一　般　財　源

1,981

H14.11.1　福井県男女共同参画推進条例施行
県条例に規定する事項を実施することで、男女共同参画に関する県民等の意識啓発
を推進する。

財源内訳

事業開始後の見直し状況

15年度　福井県男女共同参画推進条例施行に伴い、条例制定に係る
　　　　　　経費の減額
16年度　年次報告書の作成に加え、男女共同参画普及キャンペーン、
　　　　　　男女共同参画社会づくり功労者表彰を実施
21年度　年次報告書の配布を中止

□

□ 終期の見直し

-

そ の 他廃　　止

完　　了

□

■ 休　　止

含まれる事業数福井県男女共同参画計画推進事業

Ⅰ　元気な社会

［事業内容］

指標

[事業目的]

　「福井県男女共同参画計画」および「福井県男女共同参画推進条例」に基づき、男女共同参画社会の実現に向けた事業を体系的かつ効果的に実施する。

（単位：千円）

２　女性活躍社会

事務区分

Ⅱ0.0%

整理統合

「福井県男女共同参画計画」および「福井県男女共同参画推進条例」に基づく事業を実施するこ
とで、県民の男女共同参画意識の高揚を図ることができる。

　男女共同参画普及キャンペーン、男女共同参画社会づくり功労者表彰を男女共同参画計画推進
事業として引き続き実施する。また、高校生向けのハンドブックや、小学生向け・地域向けのパ
ンフレットを作成し、男女共同参画の意識啓発活動に活用する。
　また、平成23年度に策定する第2次計画（仮称）を基に事業を展開していく。

千　円

特　記　事　項

１　男女共同参画普及事業
　　広く県民に男女共同参画の意義について啓発するとともに、「６月は男女共同参画月間」を周知するため、キャンペーンを展開する。
２　男女共同参画社会づくり功労者表彰
　　県内の男女共同参画社会づくりに功労があった個人または団体を表彰
３　男女共同参画年次報告
　　事業実施状況と本県における男女共同参画の状況に関するデータを整理し、ホームページで公表
４　「高校生向け　男女共同参画ハンドブック」および「小学生向け　男女共同参画パンフレット」の改訂
５　地域向け男女共同参画普及啓発パンフレットの作成

[予算額および指標の推移等]

２２年度

2,602

〕　　　＝　　　〔

2,052

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

国　庫

県　単

その他

40.1%
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ □ H13 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 10 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

5,792 5,885 5,900 6,148

12,930 5,885 13,682 6,148

12,930 5,885 13,449 5,746

13 16 16 14

33,251 47,777 36,885 38,764

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

7.6%

5.6%

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

0.5%

［事業内容］

指標

[事業目的]

　男女共同参画社会の形成を図るため、民間と行政との幅広い連携のもとに（財）ふくい女性財団が行う男女共同参画づくりのための事業を促進する。

（１）事業主体　（財）ふくい女性財団
（２）事業内容　　女性団体が行動計画に基づき、地域などでの男女共同参画の推進のための活動を行う女性団体活動支援事業や、女性の社会参画を図るための家事や育児を会員相互が支援する
　　　　　　　　　女性の育児等と仕事の両立支援事業などを実施。

[予算額および指標の推移等]

２２年度

5,910

5,910

２　女性活躍社会

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数男女共同参画社会づくり推進事業

整理統合

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

Ⅱ

見　直　し　額

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止 完　　了

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

各女性団体との連携を深めることで、男女共同参画意識の全県的な浸透を図る。

□

□ 終期の見直し

□

 〕　／　整備目標

□

地域や職域で活動している女性団体の円滑な活動のため、情報提供や研修活動等の支援が行われ
ており、福井県全体の男女共同参画社会の推進の気運の醸成が図られている。

多くの女性団体が加入している女性財団と協力して男女共同参画社会の形成を推進する必要があ
り、引き続き実施する。

そ の 他廃　　止

□

□

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事      業      名

Ⅰ　元気な社会

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

継　　続

13年度　女性の社会参加支援事業（地域ファミリーサービスクラブ補助金　H3～）
　　　　　 および男女共同参画社会づくり意識高揚委託事業（H8～）を男女共同
　　　　　 参画社会づくり推進事業に統合

評価に基

づく今後

の 対 応

3.5%

8.7%

■

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

□拡　　充

活動

事業効果

の推移 支援女性団体成果

一　般　財　源

ファミリーサービスクラブ活動時間

財源内訳

指標

0

5,910

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

5,910

0

区　　　　　　分

国　　　　　庫
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
3 ■ ■ H13 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 10 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

2,784 3,137 3,159 3,641

2,784 2,403 2,932 3,364

2,784 1,713 1,552 1,791

30 30 30 30

620 887 991 786

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

2,783

1,335

区　　　　　　分

0

1,448

事業開始後の見直し状況

相談員研修会参加者数

平均伸び率

22年度改定した「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の基づき、被害者
の保護、自立支援や若年層への予防教育を着実に実施した。

計画に基づき、各種施策をさらに充実させるため、当該事業を引き続き実施する。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

18年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の策定
　　　　　を踏まえ、配偶者からの暴力防止啓発事業から内容を拡充
21年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の改定
　　　　　を踏まえ、配偶者からの暴力防止啓発事業から内容を拡充

評価に基

づく今後

の 対 応

活動

結果分類

事業効果

の推移

ＤＶ相談件数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

□拡　　充

継　　続 完　　了□

 〕　／　整備目標

そ の 他

△ 10.8%

目標値、指標の積算根拠等
6.8%

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

事務区分
事業終了
予定年度

7.7%

男女参画・県民活動

経過年数
事　業
開　始
年　度

国　庫

県　単

その他

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務

事      業      名

法定受託事務

計 画 の 達 成 状 況

指標

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

17年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の策定
20年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の改定

□ 終期の見直し

■

縮　　減

整理統合

□

□ □

休　　止

□ 廃　　止

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

見　直　し　額

〕　　　＝　　　〔

Ⅱ

Ⅰ

2,783

11.4%

0.0%

含まれる事業数「配偶者暴力防止および被害者保護計画」推進事業

Ⅰ　元気な社会

［事業内容］

２　女性活躍社会

２２年度

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

指標

[事業目的]

「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」に基づき、配偶者からの暴力防止および被害者保護、自立支援を総合的・計画的に推進する。

１　スーパーバイザーの設置　　　　　　　　　８　　配偶者暴力被害者支援事業の実施
２　ＤＶ相談員研修会の開催　　　　　　　　　９　　自立支援プランの作成
３　緊急一時保護の実施　　　　　　　　　　１０　住宅提供事業の実施
４　地域別事例検討会の開催　　　　　　　　１１　市町における被害者支援窓口の一元化
５　ＤＶ対策連絡会議の開催　　　　　　　　１２　民間団体との連携事業（ＤＶ防止啓発、ピアカウンセリング等）の実施
６　職務関係者マニュアルの整備　　　　　　１３　ＤＶ防止意識啓発パンフレットの作成
７　初任者研修の実施　　　　　　　　      １４　若年層への予防教育の実施

[予算額および指標の推移等]

3,584

- 8 -



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
2 □ ■ H14 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 9 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

4,741 3,176 3,176 3,176

4,741 3,176 3,176 3,176

4,741 3,176 3,176 3,176

538 548 166 172

400,000 400,000 400,000 400,000

33.0 33.1 31.5 31.2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

△ 8.3%

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

3,176

2,205

区　　　　　　分

0

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

16年度　各種女性団体を通しての慣習・しきたりの改善（H14～）はH15で完了し、
　　　　　　女性のチャレンジを支援する情報の発信を行う。
17年度　情報発信に加えて、女性がチャレンジするために必要とする情報の
          収集のためのネットワークの整備やチャレンジを阻害する要因を調査・
          分析する。
19年度　ラジオ広報を平成18年度で廃止971

活動

事業効果

の推移

情報誌発行部数

計 画 の 達 成 状 況

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

県審議会における女性登用率成果

女性人材登録者数

△ 11.0%

△ 11.0%

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

男女参画・県民活動

経過年数

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務

事      業      名

法定受託事務

事務区分

指標

△ 1.8%

（単位：千円）

0.0%

２２年度 平均伸び率

□ 終期の見直し

評価に基

づく今後

の 対 応

事業開始後の見直し状況

□

そ の 他

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□
　ホームページや男女共同参画情報誌により広く情報を発信することで、男女共同参画への県民
の理解を深めることができる。

　社会のあらゆる分野における女性の活躍を促進するため、引き続き女性のチャレンジを支援す
る情報を一般県民に向けて発信する。

■

□

〕　　　＝　　　〔

見　直　し　額

縮　　減

整理統合

千　円

完　　了

3,176

廃　　止

□

□

休　　止

□

3,176

特　記　事　項

Ⅳ

Ⅱ

Ⅲ

△ 21.4%

事業終了
予定年度

Ⅰ　元気な社会

２　女性活躍社会

国　庫

県　単

その他

男女共同参画情報発信事業 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

女性のチャレンジを支援する情報を迅速かつ適切に提供できる仕組みを構築し、一般県民に向けて情報発信するとともに、チャレンジに必要とする情報を収集、把握するための体制整備に関する検討を行
い、社会における女性の活躍を促進し、男女共同参画社会の実現を図る。

１　女性人材発掘活用事業
　　女性人材データバンクを作り、講演やセミナー等への講師推薦や、審議会等への委員登用のための情報提供や登録者に対する働きかけ、仲介を行う。
２　女性の元気チャレンジ情報発信
　　女性がチャレンジするために必要な情報を発信するホームページの構築やメールマガジンの発刊を通じて広く情報提供を行う。
３　女性情報紙等発行事業　　男女共同参画情報誌”Ｔｏ　ｙｏｕ”の発行により、県民の男女共同参画意識の啓発を図る。

[予算額および指標の推移等]
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H19 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

207 207 207

207 207 207

137 158 162

10 10 10

100 100 145

4 2 7

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

国　　　　　庫

財源内訳 0

207

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

の推移

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

207

0

意見の施策への反映数成果

開催回数

指標

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動

事業効果 参加者数

□拡　　充

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応

22.5%

100.0%

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事      業      名

Ⅰ　元気な社会

□ □

 〕　／　整備目標

■

　県内企業、団体等において「女性活躍会議」を開催し、さまざまな分野で活躍している幅広い
年齢の女性からの意見を県政に反映している。

女性が地域や職場で活躍できる環境づくりのための意見をうかがう女性活躍会議を開催し、あら
ゆる分野、立場の方から意見を聴取した。今後は、女性リーダーを輩出するための方策に対する
意見をうかがうために、有識者を交えた意見交換の場を適宜設ける。

一　般　財　源

そ の 他廃　　止

□

□

完　　了

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し

見　直　し　額 △ 207

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

〕　　　＝　　　〔

Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ

0.0%

２　女性活躍社会

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数女性活躍会議運営事業

［事業内容］

指標

[事業目的]

　女性が活躍する社会を実現するために、県内で女性が活躍する企業や団体等に知事が出向き、女性が活躍する社会を実現するための意見をいただき、その意見を施策に反映する。
　平成２３年度に策定予定の、「（仮称）第２次福井県男女共同参画計画」に関する提言を受ける。

女性活躍会議の開催（平成２２年度予定）
・開催回数：年１２回
・参加者数：１２０名（１０名／回）

[予算額および指標の推移等]

２２年度

207

207

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

0.0%

0.0%

8.9%

平均伸び率

- 10 -



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H19 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

5,435 5,705 5,581

4,929 5,886 5,622

4,754 5,432 5,148

20 20 34

60 45 60

93.8

91.4 87.1 86.4

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

7.5%

4.5%

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

1.9%

［事業内容］

指標

[事業目的]

　あらゆる分野で活躍している、またはこれから活躍しようとする女性を総合的に支援するために「女性活躍支援センター」を創設し、女性活躍社会づくりを進める。

１　「ふくい女性活躍支援センター」の運営
　　・キャリア相談員１名を配置し、一般相談
　　・出前キャリア相談・ＰＲ講座
２　「ふくい女性ネット」の運営
　　・先進的団体との交流　　　　　　　　　　・講演会の企画開催　　　　　　　・企業に向けた活動報告会
　　・生活スタイルを検討する学習会の開催　　・企業トップとの意見交換会
　　・活動報告書の作成　　　　　　　　　　　・メンター育成セミナー

[予算額および指標の推移等]

２２年度

5,738

5,747

２　女性活躍社会

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数女性活躍支援センター事業

整理統合

〕　　　＝　　　〔

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

見　直　し　額

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止 完　　了

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

平成19年度　ふくい女性活躍支援センターを生活学習館に開所（H19.8.2）

□

□ 終期の見直し

□

 〕　／　整備目標

□

　「ふくい女性活躍支援センター」を中心に、キャリアアップや起業、再就職を目指す女性から
の相談や研修の実施、「ふくい女性活躍支援企業」の募集・登録、県内企業で活躍する女性社員
の相互交流や自己研鑽を目的としたネットワークづくりを進めるなど、あらゆる分野で活躍する
女性を積極的に支援している。

　女性の活躍は、県全体の活力につながることから、地域や社会で責任ある役割を担い、優れた
能力を十分に発揮できる社会づくりを推進することが必要である。さらに、「ふくい女性ネッ
ト」の活動を強化するため、若手経営者との連携や、広報活動を行う。

そ の 他廃　　止

□

□

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事      業      名

Ⅰ　元気な社会

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応

4.2%

△ 2.8% 80%以上目標

■

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

□拡　　充

35.0%活動

事業効果

の推移

女性活躍支援交流会参加者

ネットワーク交流会満足度成果

ネットワーク会議参加者

一　般　財　源

講座満足度（％）

財源内訳

指標

318

5,045

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

5,747

384

区　　　　　　分

国　　　　　庫
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 16 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

64,400 64,688 63,090 63,290

63,398 63,659 62,098 59,063

63,398 63,659 62,064 58,404

295 296 290 291

187,452 183,782 175,034 188,273

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

△ 2.3%

△ 2.7%

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

△ 1.5%

［事業内容］

指標

[事業目的]

生活学習館の運営を行う。

生活学習館の維持管理
施設および設備の提供

[予算額および指標の推移等]

２２年度

60,686

59,557

２　女性活躍社会

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数生活学習館運営費

整理統合

〕　　　＝　　　〔

Ⅲ

Ⅱ

見　直　し　額

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止 完　　了

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

生活学習館では、男女共同参画および生涯学習の推進のため、各種講座・研修会の
開催や情報提供など行うとともに、県民や学習グループの自主的な活動の場を提供
している。このように、県が主催する事業と民間の活動を一体的に行うことにより、効
果的な施策の推進が図られている。

□

□ 終期の見直し

□

 〕　／　整備目標

□

　高い水準で施設が利用されていることが示すように、男女共同参画および生涯学習の拠点とし
て、多くの県民および団体の学習および活動を支援している。

　維持管理経費の節減に努めながら、男女共同参画および生涯学習の拠点として、誰もが利用し
やすい環境の整備を行うとともに、利用者のニーズに合わせた運営を引き続き実施する。

そ の 他廃　　止

□

□

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事      業      名

Ⅰ　元気な社会

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応

0.3%

■

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

□拡　　充

△ 0.4%活動

事業効果

の推移 利用者数成果

開館日数

一　般　財　源

財源内訳

指標

18,871

40,686

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

59,557

0

区　　　　　　分

国　　　　　庫
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ □ S63 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 22 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

2,000 2,000 2,000 2,000

2,000 2,000 2,000 2,000

2,000 2,000 2,000 2,000

1,500 1,600 1,700 1,500

82 86 80 70

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

指標

[事業目的]

福井の女性の学習意欲を高め、能力開発と社会参加を促進し、県民の理解と参加のもとに意識の改革を図り、女性が十分に能力を発揮し、男性と平等な立場で社会に貢献することを目的とする。

ふくい女性のつどい開催費補助金
　補助事業者　ふくい女性のつどい実行委員会
　補助対象事業　ふくい女性のつどいの開催
　・内　　　容　式典、講演、ワークショップ、男女共同参画イベント、子育て企画、体験講座等
　・期日・場所　平成２２年６月１２日（土）・福井県生活学習館、平成２２年９月５日（日）・ハートピア春江

[予算額および指標の推移等]

２２年度

2,000

2,000

経過年数Ⅰ　元気な社会

２　女性活躍社会

平均伸び率

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数ふくい女性のつどい開催事業

事 業
区 分

目標値、指標の積算根拠等
0.0%

0.0%

Ⅱ

Ⅲ

休　　止

△ 4.9%

〕　　　＝　　　〔

■

（単位：千円）

特　記　事　項

□

□ 終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

整理統合

□

□

完　　了所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□ 縮　　減

千　円

□

女性自らの企画、立案、運営による女性団体の活動成果や実績の発表の場を設け、
より多くの県民の理解と参加を促すことで、女性がその能力を十分に発揮し、新たな
ネットワークづくりを行い、女性の積極的な社会参画を図る。

□

事業開始後の見直し状況

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属 総務 男女参画・県民活動

事　業
開　始
年　度

事      業      名

0.4%

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他 法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

□拡　　充

継　　続

そ の 他廃　　止

活動

事業効果

の推移 事後アンケートによる理解度（％）成果

延べ参加人員

　地域大会に見込み以上の参加者が集まるなど、地域の実行力が生かされた。

　地域大会の盛り上がりを継続させる。地域大会のノウハウを次の会場に引き継ぐことで、地域
間のネットワークを強化する。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0

2,000

男女共同参画月間記念事業を見直し、平成16年度から、ふくい女性のつどい事
業に整理・統合して実施。
２２年度　地域大会を実施

評価に基

づく今後

の 対 応

見　直　し　額

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

2,000

0

区　　　　　　分

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

0.0%

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況

指標

- 13 -



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 ■ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 16 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

8,285 10,238 8,664 8,140

8,016 8,361 7,172 6,575

8,016 8,146 6,738 6,042

16 19 19 19

2,102 3,108 5,180 3,660

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

一　般　財　源

活動

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 6,634

0

区　　　　　　分

0

事業開始後の見直し状況

講座数

6,634

14年度　ふくい女性大学事業（H7～H13）および男女共同参画推進指導者養成
　　　　　　事業　（～H11：女性対策地域リーダ―養成事業、H12～H13：男女共
　　　　　　同参画推進指導者養成事業）を整理統合
19年度　女性の活躍支援を強力に推進するため、「再チャレンジ支援セミナー」を
　　　　　　新設するなど「女性のチャレンジ支援コース」の講座内容を見直し
22年度　男性コースをハッピーライフコースに変更

　男女共同参画社会意識の高揚と男女共同参画社会の形成に向けた取り組みが促進される。

□

平成２２年度予算額

財源内訳

□

国　　　　　庫

その他特定財源

事業効果

の推移

受講者数（単計）

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

指標

法定受託事務

男女参画・県民活動

経過年数

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

継　　続

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務

事　業
開　始
年　度

部

事務区分

千　円

計 画 の 達 成 状 況

指標

完　　了

△ 2,425

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

見　直　し　額

□
　男女共同参画社会の実現に向けた意識の高揚と活動の促進を図るため、平成２２年度に実施し
た県民意識調査の結果を踏まえ、平成２３年度に策定予定の第２次福井県男女共同参画計画（仮
称）に沿って講座を編成する。

評価に基

づく今後

の 対 応
■ 整理統合

〕　　　＝　　　〔

□ 終期の見直し

特　記　事　項

男女共同参画推進リーダー養成講座、地域コース（ふくいソフィア）を修了した者につ
いては、地域において積極的に活動するとともに、審議会等へも登用されるなど大き
な成果を上げている。

縮　　減

6.3%

28.4%

実行予算

補 助 金

そ の 他

そ の 他

休　　止□

□廃　　止

6,634

[事業目的]

女性が社会のあらゆる分野に参画するための知識と能力を身につけるとともに、男性の理解と協力のもと、男女共同参画社会を実現し、「ゆとりと創造力あふれる福井」を目指すため、誰でも学習できる
講座・セミナーを「ゆー・あいカレッジ」として実施する。

講座内容・講座数　　《キャリア・アカデミー》(２講座)　　　　　・ビジネス・コーチング　・公開講座
　　　　　　　　　　《女性のチャレンジ支援コース》（５講座）　・仕事と家庭の両立支援セミナー　・女性の再就職等チャレンジ支援セミナー　・キャリアアップ応援講座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・働く女性の能力アップ応援講座　・女子高校生のためのセミナー
　　　　　　　　　　《参画応援コース》（６講座）　　　　　　　・地域連携講座　　・企業連携講座　　・教育連携講座　　・次世代育成セミナー　・県民活動支援講座　　・自主企画研修
　　　　　　　　　　《ハッピーライフコース》（２講座）　　　　・男女がともに学ぶ講座　　・男の子育て応援講座
　　　　　　　　　　《リーダー養成コース》（３講座）　　　　　・行政関係者講座　　・地域活動講座　　・講師養成講座

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

２２年度

8,023

事業終了
予定年度

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数男女共同参画学習事業

△ 6.1%

△ 8.7%

［事業内容］

事      業      名

0.2%

Ⅰ　元気な社会

２　女性活躍社会

平均伸び率
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 16 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

2,275 4,522 4,293 4,574

2,275 4,818 4,109 3,959

2,275 4,550 4,129 4,006

1,139 1,985 2,333 1,149

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

生活学習館において、子供を持つ利用者のためにチャイルドルームを運営し、学習および交流などの社会参加のための条件整備を行う。

チャイルドルームの運営
　・保育士　常駐２名（需要に応じて保育士の加配あり）　・託児料　無料（保険料等、必要経費として１回３００円）
　・開設時間　9：00～12：00　13：00～17：00　・託児時間　午前、午後各々３時間以内
　・託児対象　小学校就学前の健康な乳幼児　・最大対応人数　２０名（原則として１週間前までに予約必要）
委託先　（財）ふくい女性財団

[予算額および指標の推移等]

3,459

Ⅰ　元気な社会

２　女性活躍社会

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数チャイルドルーム運営委託事業

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ13.7%

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

指標

整理統合

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

生活学習館は女性の社会参加の促進と生涯学習の推進を目的とした複合施設であ
るため、育児中の女性等の学習や社会参加への意欲、機会に応えるために託児機
能を持つ必要がある。チャイルドルーム運営委託事業では、保育士の資格を持つ職
員が対応しており、育児中の女性等が安心して生活学習館を利用でき、女性等が活
躍するためのスキルアップに貢献している。

□

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

計 画 の 達 成 状 況

指標

完　　了所属の

方　針

事      業      名

法定受託事務

■ □
評価に基

づく今後

の 対 応

事業終了
予定年度

経過年数

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

□

□

事　業
開　始
年　度

結果分類

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

事務区分

 〕　／　整備目標

□拡　　充

継　　続

□

数値での標記が困難なため特記事項に記載

活動

事業効果

の推移 成果

利用者数（単）

　女性総合センターと生涯学習センターの機能を兼ね備えた当館や福井県中小企業産業大学校、
県立図書館および文書館を、誰でもいつでも利用できる環境づくりのため、引き続き事業を実施
する。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

0

3,459

財源内訳

[事業の評価]

19年度　利用者から、チャイルドルームの託児対象を拡大してほしい要望が
           強かったことから、託児対象を２歳未満を含む就学前の乳幼児に拡
           大するとともに、常駐保育士を１名から２名に増員

見　直　し　額

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

3,459

0

区　　　　　　分

　一時的に子どもを預かる場を提供することで、子どもをもつ県民の学習活動や社会参画を支援
するとともに、生活学習館利用者の増加にもつながる。

［活動指標、成果指標に対する評価］

29.3%

31.1%

平均伸び率区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

22.9%

２２年度

4,182
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 16 年 □

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

9,746 9,738 9,685 9,706

9,729 9,671 9,690 9,690

9,729 9,652 9,664 9,670

1,230 1,318 1,422 987

123 108 103 97

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

事業効果

の推移

相談件数（特別）

8,777

事業開始後の見直し状況

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

相談件数（一般）活動

男女参画・県民活動

経過年数

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

電話相談への依存心が強い相談者に対しては自立心を持たせる対応を心がけ、相談の頻度を減少させた。

□拡　　充

継　　続

結果分類

平　成　２２　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務

事　業
開　始
年　度

部

法定受託事務

完　　了□

数値での標記が困難なため特記事項に記載

評価に基

づく今後

の 対 応
□ 廃　　止

縮　　減

□

□

休　　止

□

計 画 の 達 成 状 況

指標

整理統合

所属の

方　針

千　円

（単位：千円）

特　記　事　項

□ 終期の見直し

見　直　し　額

そ の 他

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

■

　電話相談に対する依存心が強い相談者には自立心を養うような対応をしてきている。しかし、
特に依存心の強いリピータ相談者は徐々に相談頻度が増加してきている。
　また、ＤＶ被害者からの相談が大幅に増加し、相談内容もより深刻になってきており、これら
の相談に迅速かつ的確に対処することが女性の自立、人権の確立に役立つことになる。

　複雑多岐にわたる女性問題に関する相談について、的確なサポートを行うとともに、引き続き
他の相談関係機関との連携の強化を図る。

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 9,782

0

社会の急激な変化に伴い、女性を取り巻く環境も変わってきており、トラブルや不満、
悩みなど複雑で多様化してきている。
また、最近では、女性に対する暴力の問題等が表面化し、それらへの対応策の教
示、心理的ケアを行うことが必要である。
よって、専任の相談員を配置し、関係機関との連携を図りながら適切に対応する。

平成２２年度予算額

〕　　　＝　　　〔

1,005

14年度　ＤＶ被害者相談開始

補 助 金

そ の 他

Ⅳ

Ⅳ

△ 5.2%

9,561

9,782

△ 7.5%

事務区分
事業終了
予定年度

国　庫

県　単

その他

実行予算

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

指標

[事業目的]

　女性の直面している様々な問題について、女性の視点からカウンセリングおよび解決までのサポートを行う。

１　女性総合相談員による一般相談（電話相談、面接相談）
２　弁護士、臨床心理士による特別相談（面接相談）
３　女性総合相談員によるＤＶ被害者相談（電話相談・面接相談）

[予算額および指標の推移等]

２２年度

含まれる事業数女性総合カウンセリング事業

△ 0.1%

△ 0.2%

［事業内容］

事      業      名

△ 0.5%

Ⅰ　元気な社会

２　女性活躍社会

平均伸び率
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